
                                                           

 

 

9月は防災月間です。本校では 22日に避難訓練が行なわれます。 

まずは、自分の身は 自分で守ること。そして、自分と家族のための 日頃の備えが大切です。                                                        

9 月 1 日は防災の日です。1923 年 9 月１日、関東大震災が発生しました。その大惨事を忘れないため、また、この

時期は台風の被害が多いことから「防災の日」と定められました。先週８日にも、メキシコで M8.2の巨大地震が発生

し、甚大な被害が発生、その夜には秋田県でも M5.3、震度 5 強の地震が起こり、余震はまだ続いています。さらなる

災害と被害の拡大が起こらないことを、心から願うばかりです。 

 近年、大きな地震が全国、いや世界各地で起こるようになり、いわゆる「地震の活動期」に入ったとも言われていま

す。これから台風のシーズンもやってきます。私たちもふだんからの備えとして、自分の住んでいる地域のハザード

マップ（被害想定地図）を確認する、緊急避難道具や非常食を準備しておく、そして学校や外出時に災害にあった際、

どのようにしてご家族と連絡をとりあうか、その方法と集合場所も必ず話し合っておきましょう。 

 

ハザードマップ 被災想定区域や避難場所・避難経路などの防災関係施設の位置などを表示した地図で、地方自治体ごとに作成さ

れ、インターネット上でも公開されています。あなたの家のある地域は、南海トラフ地震ではどのくらいの揺れが予想されるか、水害や津波

の想定水位はどのくらいかなどが、色分けされひとめで分かるようになっています。「ハザードマップ 京都市」「ハザードマップ 大阪」など、

「ハザードマップ 自分の住んでいる地域」でさっそく検索してみましょう。 

 

被災地応援の第一歩は知ること、そして 忘れないこと 

震災から、６年半、まだまだ復興には遠い、想像以上に大変厳しい現実の姿です。 

原発事故 福島・双葉
ふ た ば

郡の住民調査「約６割が無職」 2017年９月６日 NHK ニュースより一部紹介  

福島大学などの研究グループは、福島第一原発が立地する双葉（ふたば）郡の住民を対象にアンケート調査を行い、そ

の結果をまとめました。無職の人がおよそ６割に上るなど、生活再建が進んでいない実態が浮き彫りになりました。正規の従

業員、職員が２０．６％、派遣社員や契約社員、アルバイトが７．８％となっている一方、無職が事故前の倍近い５５．５％で、

前回より１．２ポイント増加しました。 

住宅については、購入、再建した自宅が４４．８％、仮設住宅とみなし仮設住宅が合わせて２４．５％、災害公営住宅が７．

９％などとなっていて、定住する場所が決まった住民は、およそ半数にとどまっています。 

ふるさとに戻りたいかどうかや時期については、「近年中」と「将来」が合わせて１７．１％でした。一方「戻る気はない、戻れ

ない」は５８．８％で、自治体別では、町の大部分が帰還困難区域に指定されている大熊町が７０．６％、双葉町が６９．７％

と高くなっています。生活で困っていることは、「健康・介護」が５３．４％、「生活費」が３５．３％で、前回調査で２４．６％だっ

た「周りの人との人間関係」が３４．９％と増加しました。 



福島第一原子力発電所の廃炉工程はまだまだ長く  

その周辺に住むこと、環境をもとに戻そうと働いている方々の本音を新聞紙面から紹介したい。実は全国各地のさ

まざまな年齢の方が今この瞬間も除染作業に汗を流し、「感謝」や「孤独」を感じながら「再出発」を目指しています。 

2017年９月５日（火）毎日新聞 朝刊 29面より 

 原発廃炉や除染に従事する「復興作業員」が全国から集まっている。廃炉関係だけでも 1 日５０００人超に上るが、地域と

の深い交流はなく、専用宿舎と職場を往復する人が多い。その作業員たちにそれぞれの事情を聴いた。 

 

[家屋解体] 大阪 20代：関西出身で阪神大震災の時にいろいろな人に助けてもらった感謝の気持ちがある。恩返しにきた。 

[道路建設] 北海道 30代：離婚した妻子、両親とは音信普通で独りぼっち。福島での仕事に反対者はいない。 

[土木工事] 広島 20代：家族は「放射線が心配。早く帰ってこい」というが、ここは人も住んでいる。心配はない。 

[原発廃炉] 福島 60代：30年以上も原発で働いてきた。事故直後は家族と一緒に非難したが、仕事があるから戻ってきた。 

 

 

 

 

2017年９月７日（木）毎日 

実行委員会活動報告 

 

地域の夏まつりで募金活動 

7 月 31 日、新大宮の夏祭りに

出展し、オリジナルバックやペ

ンを販売しながら被災地の現状

を伝え、募金を募りました。この

日お預かりした募金額は、

46676 円でした。 

神戸と淡路島で地震を体験 

８月１日、淡路島の野島断層

と、神戸の「人と防災未来センタ

ー」で校外学習を行いました。 

阪神淡路大震災を引き起こし

た活断層と被災家屋の破壊の大

きさを目の当たりにし、さらに

震災体験館や大迫力の映像で、

同震災および東日本大震災の激

しい揺れを追体験し、「このよう

な恐怖を経験された方々に、今

後どう寄り添っていくべきか」

考え、かつ自身の防災意識を高

めるきっかけを得た、たいへん

貴重な一日となりました。 


